
 

「ＰＴＡと学校が連携して取り組んだ運動会分煙化の動き」（報告者：森 紀子先生）

　取り組みの背景

「健康増進法の施行」による、
「学校としての取り組み」の必要性
「健康増進法の施行」による、
「学校としての取り組み」の必要性

養護教諭として「子どもには、たばこを
絶対吸わせたくない」という思い
養護教諭として「子どもには、たばこを
絶対吸わせたくない」という思い

筒井小学校において、ＰＴＡ（保健体育部）と養護教諭は、
「子どもの健康をともに考えるパートナー」として日頃から連携があり、

養護教諭は、ＰＴＡ活動の相談役になっている。

筒井小学校において、ＰＴＡ（保健体育部）と養護教諭は、
「子どもの健康をともに考えるパートナー」として日頃から連携があり、

養護教諭は、ＰＴＡ活動の相談役になっている。

家庭で親が「喫煙の手本」になっていたり、
家族がたばこを吸うことで子どもが
受動喫煙を受けている事への
養護教諭としてのジレンマ

家庭で親が「喫煙の手本」になっていたり、
家族がたばこを吸うことで子どもが
受動喫煙を受けている事への
養護教諭としてのジレンマ

森先生の喫煙防止教育への思い森先生の喫煙防止教育への思い

調査しよう！

☆親のたばこに関する認識に
　応じた研修会を実施しよう。

　☆保健センター、保健所と連携
して企画会議！

調査結果をもとに
研修しよう！

ＰＴＡから「たばこの研修会」企画の相談

調査内容

筒井小学校　全家庭に対して「ＰＴＡ」としてアンケート調査を実施

家庭内でたばこを吸う人はいるか

子どもがたばこを吸っていると思うか子どもの喫煙についてどう思うか

家庭でのたばこへの取り組み

こどもがたばこを吸っているのを見かけたらどうするか

調査結果

回答率７９．８％

これで筒井小学校の
保護者の状況が正しく
把握できそう!!

予想以上の回答率に
みんな“ビックリ!!”

 
① 大和郡山市立筒井小学校PTA（保健体育部）が保護者対象の「たばこに関する研修会」を企画する際に、学校・PTA・
大和郡山市保健センター・保健所が連携して企画することになりました。親のたばこに関する思いや、喫煙状況を把
握した上で、課題にあった研修会を実施することになり、PTAが全家庭に対してアンケート調査を行いました。 

調査結果から見える筒井小学校の保護者の状況

　半数以上（５４％）の家庭
では「喫煙者あり」!!

（喫煙者がいる家庭において）

　　８割近い家庭では、屋外や換気扇下
　で喫煙するなどの配慮がされていない。

（喫煙者がいる家庭において）

９割近い家庭では、
　　子どもの前で家族が喫煙している

子どもへの受動喫煙
防止の対応が必要

親は「受動喫煙の害」を
正しく認識して、家庭で
の「受動喫煙防止の対
策」をとる必要あり!!

親として子どもの前で
「たばこを吸うのが当たり
前」という姿を見せない事
が必要!!

「小学生の喫煙」は、
ひとごと！

子どもがたばこを吸っている
ところを見かけたとしたら、
「どのように声をかけたら
よいのかわからない」という回答

　「小学生の子どもがたばこを
吸っているはずがない!!」
という認識！！

子どもにしっかり注意が
できるよう、親自身が「た
ばこの害」を正しく知って
いることが必要！

県内の中学生の実態調査をもと
に小学生の喫煙は「現実にある」
というデータの提示が必要！

 

②調査結果から、筒井小学校の「親の喫煙状況」、「たばこへの思い」、「家庭における受動喫煙の状況」などが浮き彫
りになりました。「たばこに関する研修会」では、調査で明らかになった「親の課題」に焦点をあて、「たばこの害、特に受
動喫煙の害について」、「子どもの喫煙の実態」、「子どもにたばこを吸わせないための環境づくり」について伝えました。 
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保健所からのひとこと！ 

新年があけて、３学期には学校保健委員会が開催される学校が多い

のではないでしょうか。子どもの喫煙防止には学校だけでなく親（Ｐ
ＴＡ）や地域が連動して取り組む事が必要です。学校保健委員会はＰ
ＴＡの代表や地域の代表者が参加される事が多いので是非「子どもの

喫煙防止」について協議していただきたいと思います。 
今回はＰＴＡと連動した動きによりスムーズに運動会分煙化を実現

された「大和郡山市立筒井小学校の取り組み」について紹介させてい
ただきます。 
 

 

 

子どもをたばこから守る環境づくり

親がまずたばこをやめる！
学校の喫煙場所をなくす

公共施設の禁煙化を申し入れる

イベントの禁煙化を申し入れる

とにかく自分にできることから始めよう

２２日後に開催される運動会を分煙化しよう!!

研修会後の動き

　校長先生と運動会分煙について協議

　ＰＴＡの中で運動会分煙について協議

職員会議で運動会分煙について協議

保護者への周知・協力依頼

わずか２２日間で運動会分煙化が実現!!

 
③その結果、研修会は『子どもにたばこを吸わせない、受動喫煙の害から子どもを守るためにPTAとして何をするべきか』
を問題提起する場となりました。研修会終了後に、「ＰＴＡとして、学校として、やれるところから、何かをやらないと！」とい
うことになり、「運動会をまず分煙にしよう！」ということになりました。 
  校長先生がこの研修会に参加して下さっていたことで、運動会分煙化に向けた協議がスムーズに運び、わずか２２
日間という短期間で「運動会の分煙化」が学校とＰＴＡ協働のもと実現しました。 

④筒井小学校「運動会分煙化のコツ」をまとめてみました。                  

喫煙場所設定のポイント

ポイント１

子どもに喫煙者が
見えない場所

ポイント２

受動喫煙が起こる
可能性が低い場所

ポイント３

「喫煙所」
と明記！

ポイント４

「バケツ」

今回は喫煙場所を３カ所設けましたが、徐々に減らしていきたいなあ！！

森先生のつぶやき

運動会分煙化の「コツ」
• PTA役員会で分煙化の提言
• 「校長挨拶」、「ＰＴＡ会長挨拶」
　　「諸注意」でも紹介

• プログラムに「分煙」
• 掲示を徹底
「分煙」、「喫煙場所は○○」

• 腕章を付けた保健体育部が巡回
–帽子を脱ぎつつ、にこやかに、丁寧な言葉で喫
煙所への移動をお願い

 
前年度までの運動会では自由に喫煙できたため、運動会終了後たばこの吸い殻があちこちに捨てられていた筒
井小学校ですが、今回はみごとに吸い殻のポイ捨てがありませんでした。 分煙に対する保護者や来賓からのクレー
ムもありませんでした。ＰＴＡと学校が「子どもたちをたばこから守る環境づくりの必要性」を合意形成することで、スム
ーズな運動会の分煙化が可能となりました。今回の取り組みをもとに「子どもにたばこを吸わせないために学校は何
をすべきか、親は何をすべきか」をＰＴＡと学校が協働して考え、できるところから「環境づくり」を行っていく予定です。 


